
四日市市告示第１３２号  

四日市市災害時要援護者宅家具固定事業実施要綱の一部を改正する要綱を次のよう

に定める。  

平成２７月３月３０日  

四日市市長  田 中 俊 行  

 

四日市市災害時要援護者宅家具固定事業実施要綱の一部を改正する要綱  

四日市市災害時要援護者宅家具固定事業実施要綱（平成１７年四日市市告示第５０

０号）の一部を次のように改正する。  

改正後  改正前  

（要綱名）  

ひとり暮らし高齢者宅等家具固定事業

実施要綱  

 

（趣旨）  

第１条 この要綱は、ひとり暮らし高齢

者宅等の住宅の地震に対する安全性の

向上を図り、地震災害時の被害を軽減す

るため、市が実施するひとり暮らし高齢

者宅等の住宅の家具固定事業の実施に

関し、必要な事項を定めるものとする。

 

 （定義）  

第２条 この要綱において「ひとり暮ら

し高齢者宅等」とは、市内に住所を有す

るもので次の各号のいずれかに該当し、

民生委員法（昭和２３年法律第１９８

号）第５条に規定する民生委員が相談や

協力依頼を受けた結果、何らかの支援を

必要と判断する者とする。  

（１） から（５）まで （略）  

２ （略）  

 

 

（要綱名） 

四日市市災害時要援護者宅家具固定事

業実施要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、災害時要援護者の

住宅の地震に対する安全性の向上を

図り、地震災害時の被害を軽減するた

め、市が実施する災害時要援護者の住

宅の家具固定事業の実施に関し、必要

な事項を定めるものとする。 

 

（定義） 

第２条 この要綱において「災害時要援

護者」とは、市内に住所を有するもの

で次の各号のいずれかに該当し、民生

委員法（昭和２３年法律第１９８号）

第５条に規定する民生委員が相談や

協力依頼を受けた結果、何らかの支援

を必要と判断する者とする。 

（１）から（５）まで （略） 

２ （略） 

 

 



（対象者）  

第３条  ひとり暮らし高齢者宅等家具

固定事業（以下「家具固定事業」という。）

の対象者は、ひとり暮らし高齢者宅等で

四日市市防災指導員等の設置に関する

要綱（平成８年消防本部告示第１号）に

規定する防災指導員による防災診断の

結果、家具固定が不適とされたものとす

る。  

 

 （事業の実施）  

第４条 （略）  

２ （略）  

３ 家具固定事業は、ひとり暮らし高齢

者宅等の寝室の家具を対象に行うもの

とする。  

 

（申し込み手続き等）  

第５条  第３条に規定する対象者で家

具固定事業を受けようとする者は、ひと

り暮らし高齢者宅等家具固定事業申込

書（第１号様式）を提出しなければなら

ない。  

２ （略）  

（対象者） 

第３条 四日市市災害時要援護者宅家

具固定事業（以下「家具固定事業」と

いう。）の対象者は、災害時要援護者

で四日市市防災指導員等の設置に関

する要綱（平成８年消防本部告示第１

号）に規定する防災指導員による防災

診断の結果、家具固定が不適とされた

ものとする。 

 

（事業の実施） 

第４条 （略） 

２ （略） 

３ 家具固定事業は、原則として災害時

要援護者宅の寝室の家具を対象に行

うものとする。 

 

（申し込み手続き等） 

第５条 第３条に規定する対象者で家

具固定事業を受けようとする者は、四

日市市災害時要援護者宅家具固定事

業申込書（第１号様式）を提出しなけ

ればならない。 

２ （略） 

      

附則  

この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。 

（危機管理監危機管理室） 


